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研究成果の概要（和文）：本研究は、地域共同体における戦争死者慰霊祭祀の歴史と現状を解明

し、戦後 60年の社会変化によって引き起こされつつある、戦争死者慰霊祭祀施設の性格と意味

づけの変化について検討することを目的とする。具体的には、（Ａ）戦後建立された戦争死者慰

霊祭祀施設の諸相、（Ｂ）戦争死者慰霊祭祀の歴史的変遷、（Ｃ）戦争死者慰霊祭祀と無縁慰霊

祭祀との比較検討、の３点について分析を行い、戦争死者慰霊祭祀の地域性、歴史性、民俗伝

統とのかかわりを明らかにした。 

 

 

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to shed light on the history and 

the present state of memorial services for "the deceased in wars" in local communities, 

and examine the changes in the features and meaning of memorial facilities for the war 

deceased, gradually caused by social changes during the 60 years since the end of World 

War II. 

  We have particularly conducted an analysis from three perspectives: (a) aspects of 

memorial facilities for the deceased in wars established after WWII, (b) historical 

transformation in memorial services for the deceased in wars, (c) comparative study 

between memorial services for the deceased in wars and those for the dead without any 

surviving relatives; based on which, we have revealed the regionality, the historicity, 

and the relevance to folk tradition, of memorial services for the war deceased. 
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１．研究開始当初の背景 

 従来の日本の慰霊祭祀は靖国神社問題を

中心に論じられてきたが、批判されることが

多い天皇の臣下のみを祭祀対象とすること

についても、その歴史的成立過程の検証はな

されてこなかった。また、現在、都道府県の

記念碑や平和の礎などがある沖縄文仁の丘

も、もともとは個人や一地域からの慰霊の運

動がその端緒となっている。戦争死者の慰霊

は、もともと地域自発で多様なものであり、

現在も置かれた状況の変化により意味づけ

を変えつつある。戦後 60 年の時間経過のな

かで、総じて現代日本社会の戦争死者（兵

士・非戦闘員を問わず、戦争によって生じた

死者全般）に対する慰霊祭祀の実態および歴

史認識は、国民的共通認識を欠いたまま、大

きな混迷のなかにあるといえる。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、地域共同体における戦争死者慰

霊祭祀の歴史と現状を解明し、戦後 60 年の

社会変化によって引き起こされつつある、戦

争死者慰霊祭祀施設の性格と意味づけの変

化について検討することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

（Ａ）戦後建立された戦争死者慰霊祭祀施設

の諸相、（Ｂ）戦争死者慰霊祭祀の歴史的変

遷、（Ｃ）戦争死者慰霊祭祀と無縁慰霊祭祀

との比較検討、の３点について分析を行い、

従来、あまり言及されることのなかった戦争

死者慰霊祭祀の①地域性、②歴史性、③民俗

伝統とのかかわりを明らかにする。 

 

４．研究成果 

（１）2007 年度の成果 

 2007 年度は、同８月に大正大学において第

１回研究協議会を実施し、研究分担者間の情

報交換を行うとともに、各分野の担当者を定

め、各自調査研究を行うことを確認した。 

 上記課題の（Ａ）を担当した孝本は、宮崎

県および長野県の戦争死者慰霊施設の歴史

的な変化について調査を行い、施設関係者か

らの聞き取りを行った。非戦闘員の戦争死者

を担当する村上は、10 月に兵庫県姫路市で行

われた太平洋戦全国空爆犠牲者追悼平和祈

念式の参与観察調査を行うとともに、全国戦

災都市連盟関連の資料を収集した。 

 （Ｂ）を担当する森は、福島県伊達市月館

（旧下手渡藩）の「大位牌」についての資料

収集をすすめ、下手渡藩の出自地である九州

地域（福岡県）において調査を行った。また

江戸期の戦争死者慰霊についての調査を、湊

川神社（兵庫県神戸市）、高野山奥の院（和

歌山県）、清涼寺（滋賀県彦根市）で行った。

室町～戦国期の民衆社会での戦争死者慰霊

祭祀を担当した清水は、刊行史料集を中心に

データ収集作業を行った。 

 （Ｃ）として、民俗社会における不慮の死

者のための慰霊施設についての調査を担当

する土居は、兵庫県神戸市にある行路死亡人

慰霊施設、束塚についての調査、資料収集を

すすめた。 

 2008 年２月には、分担者全員で鹿児島大学

において研究発表会を行うとともに、西南戦

争での戦争死者の慰霊施設の調査を行った。 

 

（２）2008 年度の成果 

 2008 年６月に明治大学において研究協議

会を行い、情報交換を行うとともに、各分野

担当者からの研究報告が行われ、昨年度に引

き続き各自調査研究を行うことを確認した。 

 （Ａ）の戦闘員死者慰霊祭祀を担当する孝

本は、宮崎県および長野県の戦争死者慰霊施

設の歴史的な変化についての資料収集、施設

関係者からの聞き取り調査を継続した。非戦

闘員の戦争死者を担当する村上は、全国戦災

都市連盟関連の資料収集を継続した。 

 （Ｂ）を担当する森は、福島県伊達市（旧

下手渡藩）の「大位牌」関係の資料収集を継



続した。清水は、中世末期～近世初頭に行わ

れた鉄火裁判（焼けた鉄を握って村落間紛争

の勝敗を決める神判）の犠牲者がどのように

地域で祭祀・顕彰されているかを確認するた

め、滋賀県日野町・茨城県つくばみらい市・

栃木県下野市などで調査を実施した。 

 （Ｃ）として、民俗社会における不慮の死

者のための慰霊施設についての調査を担当

する土居は、沖縄県における戦争死者遺骨収

集活動についての調査、資料収集を進めた。 

 2008 年 12 月には分担者全員で、高野山奥

の院（和歌山県）にある戦争死者慰霊施設の

調査を行うとともに、各自の研究内容につい

て情報交換を行った。また、2009 年度の日本

宗教学会でのパネル報告の準備のため、発表

内容の検討、役割分担を決める研究協議会を、

2009 年 3 月、明治大学において行った。 

 

（３）2009 年度の成果 

2009 年度は本研究の最終年度であるため、

これまでの研究の総括として、2009 年９月

12 日の日本宗教学会第 68 回学術大会（京都

大学）において、本研究のメンバーによるパ

ネル報告を実施した。当日は村上興匡の司会

のもと、清水克行が「近世農村における慰霊

顕彰」、森謙二が「近世武士社会における慰

霊顕彰」、粟津賢太が「沖縄における遺骨収

集の展開と慰霊顕彰」と題する個別報告を行

い、それら三報告に対して土居浩がコメント

を発表した。 

３年間にわたる共同研究で日本社会の戦

争死者の慰霊をめぐる多様な現状と歴史的

来歴が、かなりの程度明らかになったこと

が、このパネル報告でアピールすることがで

きた。パネル報告の概要は、日本宗教学会『宗

教研究』第 363 号（2010 年３月）に掲載され

ている。 

なお、パネル報告の直後の９月、本研究の

研究代表者であった孝本貢が急逝するとい

う痛恨事があったことも付記せねばならな

い。研究代表者は、孝本の同僚であり本研究

の分担者であり、本研究の内容を最も熟知し

ていた清水に速やかに引き継がれ、研究自体

も最終年度を迎え総括を残すのみであった

ため、大きな混乱は生じなかった。また、研

究分担者相互のあいだでも、パネル報告の準

備過程や事後の反省会において、新たな課題

や問題意識を確認することができた。今後、

科研終了後も、孝本の遺志を継ぎ、新たな課

題まで視野に収めながら、ここで得られた研

究成果をさらに発展させてゆきたいと念じ

ている。 
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